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- 市政報告 07 月号 -

　四條畷市議会として初の試み「地方制度を考える四條畷市

議会議員連盟」 が会派を超えて発足しました。その議員連盟

の座長に森本議員（四條畷維新良政会）、そして副座長には

長畑（畷市民クラブ）が就任しました。今後は市民のために

議員のスキルアップを目指した勉強会を中心に活動を続け、

政策に繋げていく考えですので宜しくお願いします。

　冒頭に述べました議員連盟

において、６月１日、寝屋川

市に視察へ行きました。

　内容は寝屋川市が昨年より

試行している“生活保護の不

正受給根絶をめざす”にはど

うすれば良いかの取り組みを

勉強するためです。

　右のポスターも寝屋川市の

もので、事業内容は、２名の

非常勤職員（前社会福祉職員）

を配置し、電話、メール及び窓口で不正受給や生活保護を受

けられない苦情等の生活保護に関するあらゆる情報を受け、

検討会の必要性を検討します。結果、不正受給が判明した件

も多く、指導及び指示、また、保護の停止や廃止などの措置

も行われ、生活保護の適正化へ実績があがっています。同時

に議員が生活保護申請者の付き添いをすることも禁じており

本市でも取り入れる必要性を感じました。ちなみに下記の表

は、平成２３年３月の府内４３市町村の保護率（‰）の順位

を示したものです。本市は２３位で、府内の中でも生活保護

が受けやすいと良く言われますが、その様な事はありません。

「生活保護適正化」について

　本市の生活保護の人数推移は以下の表ですが、平成２０年

のリーマンショック以来、増えているのがわかると思います。

　以上に対し、平成２２年度における生活保護世帯にかかっ

ている費用は約１５億２千万円で、そのうち約３億４千万円

を市が負担し残りは国府の負担となります。いろいろご意見

はあるでしょうが、生活保護を受けなければならない方には

必要な制度に違いありません。

　また、議員連盟の第２回勉強会は６月１５日に行われ「人

口減少社会における公共施設のあり方」と題して、元加西市

長の中川氏に庁舎内で講演をして頂きました。その講演の中

で、四條畷市の規模であるなら議員定数は１０人まで下げて

も良いと言われました。次の選挙から１６名の議員を１２名

とすることに私も賛成し決まっていますが、私が昨年度“議

員定数及び報酬等特別委員会”で発言した１０名の数字を言

われたことにも驚きました。しかし、それ以上に、私自身が

今も１２名に少し不安を持っていたのも事実です。

　中川氏の理由は、議員の数が多くなればどうしても地域の

ために活動してしまうが、議員の数が少なくなれば市のため

に活動してくれる、と言うものでした。そういう考え方があ

るのかと目から鱗で、私の１２名に対する不安はすっかり打

ち消されました。ちなみに中川氏は、この講演後に大阪市北

区の区長に合格されました。今後のご活躍を心より願います。

　川本産業㈱の旧社屋が解体撤去され、雁屋畑線の開通が待

ち遠しくなってきました。そこで、今後のスケージュールで

すが６月議会における同僚議員の質問で明らかになりました

ので報告させて頂きます。ただ、日程は遅れる事もあります。

　平成２４年　７月～　９月　埋蔵文化財発掘調査

　　　　　　１０月～１１月　電線共同溝設備設置工事

　　　　　　１２月～　　　　道路築造工事

　平成２５年　２月　　　　　工事完了予定

毎月発行！

こんにちは、市政報告です！

1                 7                13                19                    

2                 8                14                20

3                 9                15                21

4                10               16                22

5                11               17                23

6                12               18                24

大阪市　　　 堺市　　　　 羽曳野市　　 枚方市

門真市　　　 寝屋川市　　 松原市　　　 貝塚市

東大阪市　　 藤井寺市　　 田尻町　　　 河内長野市

守口市　　　 富田林市　　 和泉市　　　 泉佐野市

忠岡町　　　 岸和田市　　 泉大津市　　 四條畷市

八尾市　　　 豊中市　　　 泉南市　　　 吹田市

平成１９年３月　人口 ５７，５２９人 の内 ６３３人

平成２０年３月　人口 ５７，５５７人 の内 ６７６人

平成２１年３月　人口 ５７，６０２人 の内 ７４３人

平成２２年３月　人口 ５７，６４５人 の内 ８８１人

平成２３年３月　人口 ５７，４５９人 の内 ９７４人

「雁屋畑線の工事」について



　今号も、学校適正配置に対する私の考えを述べさせて頂きます。

前号については、私のＨＰにＰＤＦファイルでアップしてます。ま

た、新校舎の床面積を出すために図面を引いたのですが、学校規模

に無理が生じたのと、２小１中とする為、前号の一部を修正し、く

すのき小の児童は全員が西中（現在は南中と西中）へ進学とします。

学校適正配置　長畑私案（続き）

　さて、敷地面積はクリアーできたのですが、建物は増築する必要

があります。しかし、敷地面積をクリアー出来たと言いましても運

動場を考えればゆとりがあると言える程ではありませんので、大き

な建物を立てる事はできません。そこで、小学校区を基本に中学校

区を再編する学校適正配置審議会の追加案１を基本に考えるのが良

いと思います。そうしますと、南中（平成２８年度見込数で２１４

名）より２小が統合された方の児童数（平成２８年度見込数で４３

６名）が多くなりますので、現在の校舎は小学生に使って頂きます。

そして、中学生が利用する方を現在の校舎より小さく最低必要な大

きさでの増築とします。その位置は東側がベストかと思います。理

由は、まず、接道が敷地の高さより数メートル高く、建物高さに影

響する道路斜線には有利に働く点。出来れば交通量の多い道路です

ので、校舎を増築する際には道路幅員を広げ現在の歩道を延長する

形で安全を確保するのも必要かと思います。次に、東北角が庭にな

っており運動場としては利用されていない場所がある点。また、南

東にはプールがあります。プールは小学生にも対応しなければなら

ず、作り直さなければならないのは当然の事で、プール移設を考え

れば、その場所も有効利用出来る点です。つまり、プールを撤去し、

その場所から北にある庭に向かって南北に細長い校舎を増築する。

且つ、１階はピロティにし、運動場としても利用出来るような設計

にするなど、少しでも運動場の面積を確保する配慮も必要です。プ

ールに関しては、予算が許すのであれば、寝屋川市にある中高一貫

教育の同志社香里のように増築する校舎の屋上に作るのが良いでし

ょう。しかし、市立教育文化センターを撤去してその場所へ作るこ

とも可能です。ただ、壊した市立教育文化センターの跡地や広場は

運動場とし、小学生の低学年が利用出来るようにした方が、メイン

となる運動場の利用量が少しでも緩和出来ると思います。

　以上がハード面の簡単な説明ですが、これは、先に申しました様

に、小学校区を基本に中学校区を再編する案を元にしております。

つまり、中野一丁目・中野二丁目地域は南中から畷中へ、美田町地

域は西中から南中へ、雁屋北町・雁屋南町・雁屋西町地域は南中か

ら西中へ、と言う案です。例をあげれば、くすのき小の児童は南中

と西中にわかれて進学していたのですが、全て西中へ行くことにな

ります。小学校区を再編するより問題は少ないと考えます。しかし、

場所によっては学校選択制を導入するなど柔軟な対応が必要かも知

れません。

　いろいろと述べましたが、統廃合の候補に該当される保護者や地

域の方々は、どの条件も今より良くならないと納得できないのは十

分理解出来ます。平成２４年度からは教育に力を入れると前向きに

市長が取り組んでいる中、私は南中の小中一貫校を、橋下大阪市長

のように私学並みのスーパー校に変えるぐらいの気概を持って教育

委員会には取り組んで頂きたいと思います。

「学校適正配置」について② 　次に、統廃合後の東小と南小の使い道を述べさせて頂きます。た

だ、統廃合が決定していない中、言及するのは問題があるかと思い

ますが、政治に携わる者としてここまでを考えて先ほどまでの内容

を発言しなければと思います。

　まず南小は、当分の間運動場やプールは小中一貫校が臨時的に使

える様にした方が良いと思います。その必要がなくなった時点で、

売却も視野に入れながら、庁舎に近い立地をいかした利用方法を、

時代の流れの中検討するのが良いでしょう。また、東小に関しては、

側道とはいえ国道１６３号線沿いにある立地を考えれば利用価値が

大きいと思います。歴史と観光、そして緑を市のＰＲポイントとし

ていながら有効な施策が未だ実施されていない中、東小跡地を有効

利用していければと思います。私の案は、運動場を国道１６３号線

側道から直接乗り入れのできる駐車場とし、 “道の駅風地産物販売店”

や“歴史民俗資料館”として再利用する考えです。当然、市立教育

文化センターの機能をその場所へ持って行く必要もあります。

　私は、常に観光地は自ら作っていかなければ

ならないと考えています。アメリカの単なる山

に立てられた“HOLLYWOOD”Sign はその典型

でしょう。今、国道１６３号線を走っている運

転手に、どれだけの割合で飯盛山に山城があっ

たと知っている方がおられるでしょうか。そう

いう方が興味を抱く様に、私は国道から見える

場所に“飯盛山城跡”と大きなサインを立て、また、飯盛山城跡へ

向かう山道を整備する。しかも、単なる整備ではありません。ハリ

ウッドの例を出しましたので、 同じ場所の話をしますが “Hollywood

Walk of Fame”をご存知ですか。歩道にスターの名前を刻んだ星形

プレートを埋め込んだものです。飯盛山城跡地まで行く山道に、石

畳をひいて、ところどころ昔の武将の名前が入った石畳があれば面

白いのではないでしょうか。それとも、河内キリシタン関係の名前

を入れても楽しいでしょう。そういう風にいろいろな仕掛けをして

行く。つまり、山道と言うより散策路としての充実を考えるのです。

　そのスタートが、私は東小跡地の運動場を利用した駐車場だと考

えます。そして、東小跡地の校舎には、公共トイレを併設した休憩

場や地場産野菜を売る場所、それに加えて、歴史民俗資料館があれ

ば絶対に人が集まる賑やかな場所になるはずです。

　現在の歴史民俗資料館は、歴史のある東高野街道沿いにあり、且

つ、民俗展示室は国指定登録有形文化財建造物に指定されるなど貴

重なものではあるのですが、道路が狭い上に周囲に観光バスが駐車

する場所すら確保出来ず、決して立地が良いとは思えません。観光

地の基本を考えれば、駐車場が整備されていることは絶対条件なの

です。また、蔀屋北遺跡から出土した２０００箱もの貴重な資料。

保存・公開できる環境が整えば、大阪府教育委員会から無償譲渡も

可能と聞いております。それらも東小跡地であれば可能となるので

す。これから、４５周年、５０周年と市史を編纂していく等、本市

の歴史に関する場所はどれだけ広くても良いはずです。

　以上、後半は学校適正配置からポイントがずれてしまいましたが、

四條畷市の将来を担う子ども達の為に私が考えた案であります。
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